
川 崎 市 内 科 医 会 会 則  

［名称］ 

第１条 本会は川崎市内科医会と称し、事務所を内科医会会長の医療機関に置く。 

［目的および事業］ 

（目的） 

第２条 本会は会員の学識技能の向上と親睦を図り、社会福祉に寄与することを目的とす

る。 

（事業） 

第３条 前条の目的を達成するため次の事業を行う。 

（１）学術研修に関する事項 

（２）保険医療の向上に関する事項 

（３）地域社会活動に関する事項 

（４）会員の親睦に関する事項 

（５）その他目的達成上必要な事項 

 

［会員］ 

（会員の資格・種別） 

第４条 本会は次の者をもって会員とする。 

（１）川崎市医師会員で内科診療及び研究に従事し入会を希望するもの。 

（２）川崎市内に勤務する内科医で入会を希望する者、ただし入会を希望するものが川崎

市医師会非会員の場合には、施設の管理者が川崎市医師会員であること。 

（３）上記（１）（２）のほか幹事会が認めるもの。 

（４）病院に勤務する会員を別に定めて病院会員とする。 

（５）会員の種別は以下とする 

 （A)個人会員：川崎市医師会員で内科診療及び研究に従事し個人で入会を希望するもの。 

 （B)施設会員 

   ①病院会員：川崎市医師会に所属する病院で、本会の規約に基づいて入会した病院。 

 ②大学会員：川崎市内に本部のある大学で、聖マリアンナ医科大学 

（６）会員は本会が企画する講演会、研究会、講習会などに参加することができる。 

（会員の責務、入会、退会） 

（７）会員は、本会の会則を尊重し、その目的達成に協力しなければならない。 

（８）入会希望者は、別に定めた入会申込書を、川崎市内科医会に提出し、幹事会の承認

を経て会員となるものとする。 

（９）退会希望者は退会届を川崎市内科医会に提出し、幹事会の承認を得るものとする。 

（１０）会員でその届出事項に変更を生じた場合も前項と同様その届出をしなければなら



ない。 

（１１）会員が所定の会費を２カ年以上未納の場合は退会させることができる。 

（１２）会員は次の項目によって資格を喪失する。 

 （Ａ）死亡 

 （Ｂ）除名：会員としての義務を怠ったとき、本会の名誉を傷つけたときなど 

 

［役員および名誉会長、名誉会員、顧問］ 

（役員） 

第５条 本会に次の役員を置く。 

（１）会 長 １名 

（２）副会長 ３名ないし４名    

（３）幹 事 細則に定める 

（４）監 事 ２名 

２ 会長、副会長は同時に幹事となる。 

３ 役員の任期は川崎市医師会役員の任期に準ずる。欠員の補充で就任した役員の任期は

前任者の残任期間とする。 

４ 役員の選出方法は別に定める。 

５ 川崎市内科医会会員であって神奈川県内科医学会役員になったものは川崎市内科医会

幹事会に出席し意見を述べる事が出来る。 

（役員の職務） 

第６条 会長は会務を総括し、本会を代表する。 

２ 副会長は会長を補佐し、会長事故ある時はその職務を代行する。 

３ 幹事は、会務事項の審議執行に当る。また幹事会より諮られた事案の審議に当るほか、 

必要な場合会務の執行を分担する。 

４ 監事は会務および会計を監査し、総会に報告する。 

（役員の選出） 

第７条 会長、副会長、監事は幹事会の議を経て、総会において承認を求める。 

２．会長、副会長の選出方法は、細則で定める。 

３．監事の選出方法は、細則で定める。 

（役員の任期） 

第８条 役員の任期は川崎市医師会役員の任期に準ずる。ただし再選を妨げない。 

（名誉会長、名誉会員、顧問） 

第９条 本会に名誉会長、名誉役員、顧問をおくことができる。 

２．名誉会長、名誉会員、顧問は、幹事会の議を経て、会長がこれを委嘱する。 

３．顧問の任期は会長に準ずる。 

４．名誉会長、名誉会員、顧問は各会議に出席して意見を述べることが出来る。 



 

［経費および会計］ 

（本会の経費） 

第１０条 本会の経費は、会費、補助金、その他の収入をもって充当する。 

（会計年度） 

第１１条 会計年度は、４月１日より翌年３月３１日までとする。 

 

［会則の変更］ 

第１２条 本会則の変更は総会において出席会員の過半数の同意を必要とする。 

 

[総会] 

第１３条 定時総会は年１回開催する。必要があれば臨時総会を開くことが出来る。 

２．総会の議長は総会において選出する。 

３．総会での承認および決議は出席者の多数決による。可否同数の場合は、議長がこれを

決める。 

４. 次の事項は総会に報告し承認を求める。 

（１）事業計画 

（２）予算決算 

（３）会長、副会長の推薦 

（４）その他重要な事項 

[幹事会] 

第１４条 幹事会は、会長、副会長、幹事、監事、名誉会長、名誉会員をもって構成し、

原則として１ヶ月に１回、会長、会長に事故あるときは副会長が招集する。 

第１５条 幹事会は会務を処理し、企画、立案し、その他重要な事項を審議する。 

第１６条 本会則および会務施行上必要な細則は別に定める。 

 

附 則 

第１７条 本会則は平成２２年５月８日より施行する。平成５年５月１５日に設定した会

則は同日を持って廃止とする。 

第１８条 本会則は平成２４年５月２６日より施行する。平成２２年５月８日に設定した

会則は同日を持って廃止とする。 

 


